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表 2 キャベッの生育及び収量
1は じ め に

火山灰土壊は燐酸の吸着力が極めて強く,それが低収の

‐要因であり これらに関する報告は数多く見受けられる。
この度,東北農試畑地利用部の移転に伴って新規圃場が造

成され.その盛土に用いられた火山灰心土は腐植並びに可

吸態燎基に乏しく,燐酸吸収係数 (1.884)が 高い未耕地土

壌であるため,作物の栽培上において多くの問題点が危惧

される。そこで,著者らは新規圃場に対する肥培管理上の

基礎資料を得ることを目的に,キ ャベッを用いて肥料要素

と石灰並びに有機物の施用効果について検討した。
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試験区は表 1に示した。 a//5,000ポ ットに 25″の土壊

を充瞑後 ,硫酸アンモニウム,第 1燐酸カルシウム,硫酸
カリウム.苦土石灰及びパーク堆肥をそれぞれ基肥で施用
し,予め育苗した斉一なキャベッ薔 (は種 :7月 24日 ,品

種 :ふかみどり,本葉2枚 )を 1984年 8月 8日 に定植して,
雨よけハウスで栽培した。試験は 1区 5連制として,約 10

日間隔で生育調査を実施し,定植51日目に解体調査を行い.

各区の生育量と無機成分量を測定した。生育量は常法によ

り,分析試料の採取と分析方法については前報
1)に
準じて

行った。

表 1 試験区及び施肥量

3 試験結果と考察

生育と収量は表 2に示 したが肥料要素を欠除した各区の

生育と収量は,対照区にlL● して著しく劣り,特に無燐酸

区は無肥料区よりも劣った。これらの両区は定植16日 目こ

ろから生育を停止し,40日 日では葉に枯れ込みを生し,収
穫時には枯死株も発生した。一方 ,石灰 堆肥併用各区の
生育と収量は明らかに勝り,それは施用量を増すほどに顕

著で,石灰 堆肥併用 1区の収量は対照区の約 58倍で,
同 4区は
'8倍
であった。 しかし 石灰加用区では 3区が

対照区の 2倍強を示したが,他の区では明らかな差は認め

られなかった。これには土壌の緩衝作用が強 く影響 してい

るためと考えられる。

地上部と地下部における無機含有率は表 3に示した。た

だし,無燐酸区は分析試料が微量のため地上部と地下部の

区分はできなかった。一般に地上部の含有率が地下部より

かなり高いが,燐酸含有率の差は他の成分に比べて少なか

った。石灰加用並びに石灰 堆肥併用各区の全窒素 ,蛋自
態窒素,燐酸及びカリウム含有率は,対照区に比較してい
ずれも低く,逆にカルシウムとマグネシウム含有率は高か

った。また,肥料要素欠除区の欠除成分は当然ながら低濃

度を示したが,無燐酸区の各成分含有率も概 して低い傾向
にあった。

キャベツの無機成分吸収量は図 1に示した。キャベツは

カルシウムとカリウムの吸収量が多く,窒素がこれに次ぎ.

燐酸とマグネシウムはカルシウムの約%と低かった。各成
分の吸収量は収量の場合と同様の傾向であったが,区間の

差は更に拡大した。なかでもカルシウムにおける差が大き
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表 3 キャベツの無機組成

試験区ヽ

く,無隣酸区は対照区の約04%と著しく劣り,逆に石灰 .

堆肥併用名区は,対照区の約8倍 (1区 )か ら16倍 (4区 )
の吸収量を示した。

以上の試験結果から,新規造成国場の肥培管理上には,
燐酸の施肥が極めて重要であるとともに,石灰並びに有機

物資材を10o当たり300り 並びに3t以上投入する必要が

あると考えられた。火山灰土壌に対する燐酸資材の改良効

果については これまで多くの報告があり,燐酸吸収係数
の 10%の P206を熔燐 4と過石 1の現物重量比で混合施用

(乾物100分中 )

地下部
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0 228
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0 298

0 298

した場合の高い効果が指摘されている。このことから,上
記資材にそれらの燐酸資材を併用することによって,判層
の土壌改良効果が期待された。

4   

“"圃場造成に用いられた火山灰心土に対する施肥指針を得

るため,肥料要素と石灰並びに有機物の施用効果をキャベ

ツを用いて調査した。

1)定植51日 目の生育量は,石灰 堆肥併用4区が最も
勝り.同 3区 >同 2区 >同 1区 >石灰加用3区 >同 2区>
対照区 >無窒素区>石灰加用 1区 >無カリ区>無肥料区
>無燐酸区の順で,無燐酸区の生育は著しく阻害された。
2)無機組成は 対照区に比較して三要素欠除区の欠除
成分と石灰並びに堆肥併用各区の窒素,燐酸,カ リウム含

有率力%底 く,逆にカルシウムとマグネシウム含有率は高い

傾向を示した。

3)養分吸収量は,各区ともカルシウム>カ リウム>窒
素>燐酸>マ グネシウムの順で,カルシウムとカリウムに
対する高い吸肥性が認められた。各成分の区間における傾

向は生育量の場合と同様であったが,その差は更に拡大し

′こ。
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図 1 キャベツの無機養分吸収量 (ポット当たり)
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